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天
理
大
学
附
属
天
理
参
考
館
は
、
１
９
３
０

（
昭
和
５)

年
、
天
理
外
国
語
学
校(

現 

天
理
大

学)

の
一
室
に
前
身
で
あ
る
海
外
事
情
参
考
品

室
と
し
て
産
声
を
上
げ
て
か
ら
、
今
年
で
ち
ょ
う

ど
80
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
当
館
で
は
、
創
立

80
周
年
を
記
念
し
た
特
別
展
を
今
年
か
ら
来
年

に
か
け
て
続
々
と
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
ず
、
そ
の
第
一
弾
と
し
て
「
神
々
の
物
語

が
息
づ
く
メ
キ
シ
コ 

―
古
代
文
明
の
記
憶
―
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

メ
キ
シ
コ
は
、
マ
ヤ
や
ア
ス
テ
カ
な
ど
謎
に
満

ち
た
文
明
が
栄
え
た
地
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
後
の
ス
ペ
イ
ン
の
植
民
地
支
配
に
よ

り
、
多
く
の
伝
統
文
化
は
消
滅
や
変
容
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
か
つ
て
の
栄
華

の
記
憶
は
今
で
も
人
々
の
心
の
中
に
息
づ
い
て
い

ま
す
。

　

本
展
で
は
、
メ
キ
シ
コ
で
出
土
し
た
土
器
や
石

彫
な
ど
の
考
古
遺
物
、
各
地
で
脈
々
と
受
け
継

が
れ
て
き
た
技
術
を
示
す
織
物
や
工
芸
品
な
ど

を
通
じ
て
、
古
代
か
ら
現
代
に
至
る
メ
キ
シ
コ
の

歴
史
を
辿
り
、
郷
土
色
豊
か
な
民
族
文
化
の
魅

力
に
触
れ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

そ
の
他
、
今
か
ら
約
三
千
年
前
に
メ
キ
シ
コ
で

栄
え
た
オ
ル
メ
カ
文
明
の
遺
産
と
な
る
巨
大
石

頭
像
の
原
寸
大
レ
プ
リ
カ
を
十
年
振
り
に
公
開

し
ま
す
。
こ
の
像
は
、
１
９
５
５(

昭
和
30)

年

か
ら
当
館
が
現
在
地
へ
移
転
す
る
ま
で
「
ベ
ン
タ

の
首
」
の
名
で
親
し
ま
れ
て
い
た
も
の
で
す
。
創

立
80
周
年
に
合
わ
せ
て
装
い
を
新
た
に
生
ま
れ

変
わ
っ
た
姿
を
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
会
期
中
に
は
様
々
な
関
連
イ
ベ
ン
ト

を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。
メ
キ
シ
コ
の
歴
史
と
文

化
を
分
か
り
や
す
く
解
説
す
る
記
念
講
演
会
や

ト
ー
ク
・
サ
ン
コ
ー
カ
ン
、
民
族
衣
装
を
試
着

体
験
す
る
こ
と
が
で
き
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

を
通
じ
て
、
本
展
を
よ
り
深
く
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

◇
後
援
／
奈
良
県
教
育
委
員
会
、
天
理
市
、
天

　

理
市
教
育
委
員
会
、
奈
良
テ
レ
ビ
放
送

神
々
の
物
語
が
息
づ
く

ウイチョールの仮面
推／ナヤリット州

副葬用神像形香炉
オアハカ州

◇
協
力
／
駐
日
メ
キ
シ
コ
合
衆
国
大
使
館
、
天

　

理
大
学
、
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館

◇
参
加
／
日
本
メ
キ
シ
コ
交
流
４
０
０
周
年
事

　

業
、
平
城
遷
都
１
３
０
０
年
祭
事
業

□
■
□
関
連
叻
吰
呉
吟
□
■
□

◇
特
別
展
開
催
記
念
講
演
会
①

厘
古
代
吸
各
后
吊
叏
時
空
可
駈
厳
召
叽
同
吅
叀
参
厙

　

日
時
／
５
月
22
日(

土)

午
後
１
時
30
分
か
ら

　

講
師
／
山
本
匡
史
氏(

天
理
大
学
教
授)

◇
特
別
展
開
催
記
念
講
演
会
②

厘
叹
吸
呁
吂
吐
世
界
可
生
厯
召
吵
吻
人
厙

　

日
時
／
６
月
19
日(

土)

午
後
１
時
30
分
か
ら

　

講
師
／
初
谷
譲
次
氏(

天
理
大
学
教
授)

◇
列
品
解
説

　

日
時
／
４
月
26
日(

月)

・
５
月
26
日(

水)

・

　
　
　
　

６
月
25
日(

金)

　
　
　
　

※
い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
か
ら

　

会
場
／
３
階
企
画
展
示
室

◇
呆
呎
吆
后
吾
吚
吮

厘
世
界
叏
民
族
衣
装
可
着
叇
叠
叩
厨
！
厙

　

期
間
／
７
月
26
日(

月)

～
８
月
４
日(

水)

　

時
間
／
・
午
前(

10
時
～
12
時)

　
　
　
　

・
午
後(

１
時
～
３
時
30
分)

　
　
　
　
　

※
７
月
26
日
は
午
後
の
み

　

会
場
／
２
階
ホ
ー
ル

◇
関
連
展
示

 

写
真
展
厘
太
古
厮
生
厯
召
露
天
市
叏
叹
吶
呎
吋
厙

　

提
供
／
澤
田
尚
幸(

丹
青
社
研
究
所)

　

会
場
／
３
階
ロ
ビ
ー

ま
す
。

メ

キ

シ

コ

古
代
文
明
の
記
憶

創
立
80
周
年
記
念
特
別
展

◇
会
期
／
咉
月
14
日(

水)

哎
咍
月
咎
日(

月)

◇
会
場
／
咈
階
企
画
展
示
室

呍
他

天理参考館

ニュースレター
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当
館
は
１
９
６
１(

昭
和
36)

年
の
年
末
か
ら

６
２
年
の
年
明
け
に
か
け
て
、
天
理
市
に
あ
る

東
大
寺
山
古
墳
の
発
掘
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

調
査
で
は
大
量
の
鉄
製
武
器
類
が
出
土
し
、
そ

の
内
１
本
の
刀
に
は
、
金
で
２
世
紀
の
中
国
の

年
号
「
中
平
」
と
刻
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の

刀
は
２
世
紀
に
中
国
か
ら
倭
国
に
贈
ら
れ
た
品

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
頃
の
倭
国
は
ま
さ
し

く
卑
弥
呼
が
生
き
た
時
代
に
あ
た
り
、
こ
の
刀

は
中
国
か
ら
卑
弥
呼
に
贈
ら
れ
た
刀
か
も
し
れ

な
い
、
考
古
学
的
に
き
わ
め
て
重
要
な
遺
物
で

す
。
卑
弥
呼
の
時
代
か
ら
150
年
以
上
も
の
時
を

経
て
、
な
ぜ
か
こ
の
刀
は
東
大
寺
山
古
墳
に
副

葬
さ
れ
た
の
で
す
。

　

発
掘
調
査
に
先
だ
っ
て
、
東
大
寺
山
古
墳
か

ら
は
大
量
の
腕
輪
形
の
石
製
品
が
出
土
し
て
い

ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
石
製
品
も
重
要
な
遺
物
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
出
土
品
は
一
括
で
文
化
庁
が

保
有
す
る
こ
と
に
な
り
、
収
蔵
場
所
は
東
京
国

立
博
物
館
と
決
ま
り
ま

し
た
。
そ
の
た
め
東

大
寺
山
古
墳
出
土

品
は
天
理
を
離
れ
、

東
京
に
運
ば
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
１
９

７
１
年
に
は
重
要
文
化

財
の
指
定
を
受
け
、
東

京
国
立
博
物
館
を
代

表
す
る
展
示
品
と
し

て
活
用
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
発
掘
調
査

報
告
書
は
刊
行
さ
れ
な

い
ま
ま
半
世
紀
の
年
月

が
流
れ
ま
し
た
。

　

当
館
で
は
、
２
０
０
７

年
度
か
ら
３
年
に
わ

た
っ
て
日
本
学
術
振
興

会
の
科
学
研
究
費
補
助
金
を
得
て
、
東
京
国
立

博
物
館
と
と
も
に
東
大
寺
山
古
墳
に
つ
い
て
の

研
究
を
行
い
、
調
査
報
告
書
を
刊
行
し
ま
し
た
。

　

当
館
の
創
立
80
周
年
を
記
念
す
る
こ
の
展
覧

会
で
は
、
東
京
国
立
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
る
出

土
品
の
里
帰
り
を
実
現
し
、
当
館
が
所
蔵
す
る

出
土
品
と
あ
わ
せ
て
一
堂
に
会
し
、
天
理
市
出

土
の
文
化
財
を
地
元
の
方
々
に
ご
覧
頂
く
と
と

も
に
、
東
大
寺
山
古
墳
に
関
す
る
考
古
学
的
研

究
の
成
果
を
広
く
公
開
し
ま
す
。

□
■
□
関
連
叻
吰
呉
吟
□
■
□

◇
特
別
展
開
催
記
念
講
演
会
①

厘
卑
弥
呼
叉
東
大
寺
山
古
墳
厙

　

日
時
／
９
月
25
日(

土)

午
後
１
時
30
分
か
ら

　

講
師
／
金
関
恕
氏

　
　
　
　

(

大
阪
府
立
弥
生
文
化
博
物
館
館
長)

◇
特
別
展
開
催
記
念
講
演
会
②

厘
東
大
寺
山
古
墳
叏
被
葬
者
像
可
探
召
厙

　

日
時
／
10
月
16
日(

土)

午
後
１
時
30
分
か
ら

　

講
師
／
白
石
太
一
郎
氏

　
　
　
　

(

大
阪
府
立
近
つ
飛
鳥
博
物
館
館
長)

　

テ
ル
・
レ
ヘ
シ
ュ
遺
跡
で
採
集
さ
れ
た
遺
物

が
、
キ
ブ
ツ
・
エ
ン
ド
ー
ル
の
考
古
博
物
館
に

多
数
収
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
本
誌
№
５
で
も

述
べ
ま
し
た
。
こ
の
博
物
館
の
担
当
者
の
カ
ル

メ
ル
さ
ん
は
、
日
本
隊
が
１
９
６
４
年
に
初
め

て
イ
ス
ラ
エ
ル
の
地
で
発
掘
調
査
を
行
っ
た
テ

ル
・
ゼ
ロ
ー
ル
遺
跡
の
調
査
以
来
、
お
世
話
に

な
っ
て
き
た
モ
シ
ェ
・
コ
ハ
ヴ
ィ
先
生(

テ
ル

・
ア
ヴ
ィ
ヴ
大
学
名
誉
教
授)

の
お
弟
子
さ
ん

で
、
今
回
の
レ
ヘ
シ
ュ
の
調
査
で
も
大
変
お
世

話
に
な
っ
て
い
る
方
で
す
。

　

レ
ヘ
シ
ュ
の
発
掘
を
始
め
る
に
際
し
て
、
カ

ル
メ
ル
さ
ん
の

ご
厚
意
で
、
ま

ず
、
博
物
館
の

レ
ヘ
シ
ュ
出
土

の
資
料
を
調
査

す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
私

た
ち
が
訪
問
し

た
と
き
に
は
、

大
勢
の
子
供
達

が
博
物
館
の

ワ
ー
ク
ョ
ッ

プ
に
参
加
し

て
勉
強
し
て

い
る
と
こ
ろ

で
し
た
。
小

さ
な
博
物
館

で
す
が
、
し

っ
か
り
地
域

に
密
着
し
た

活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
レ
ヘ
シ
ュ
の
採
集
品
で
す
が
、
こ
れ

ら
を
見
て
驚
い
た
の
は
、
完
形
に
近
い
土
器
な

ど
が
多
数
含
ま
れ
て
い
て
、
し
か
も
、
前
期
青

銅
器
時
代
か
ら
ロ
ー
マ
時
代
ま
で
の
各
時
期
の

資
料
が
網
羅
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
れ
ら
の
資
料
か
ら
レ
ヘ
シ
ュ
の
大
ま
か
な
形

成
過
程
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
れ
ら
の
中
に
は
エ
ジ
プ
ト
の
ヒ
エ
ロ
グ
リ
フ

の
記
さ
れ
た
石
碑
の
断
片
や
ス
カ
ラ
ベ
形
印
章

の
ほ
か
、
キ
プ
ロ
ス
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
土
器

や
ア
ッ
シ
リ
ア
の
金
属
器
を
模
倣
し
た
土
器
な

ど
が
あ
り
、
広
く
こ
れ
ら
の
国
々
と
対
外
交
渉

を
行
っ
て
い
た
当
時
の
レ
ヘ
シ
ュ
の
姿
を
彷
彿

と
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
他

に
あ
ま
り
例
の
な
い
神
殿
を
模
倣
し
た
土
製
品

な
ど
が
あ
り
、
レ
ヘ
シ
ュ
が
祭
儀
の
場
で
あ
っ

た
こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
、
事
前
の
調
査
な
ど
を
実
施
し
た

上
で
、
い
よ
い
よ
２
０
０
６
年
の
春
に
レ
ヘ
シ

ュ
に
初
め
て
の
鍬
が
入
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で

す
。(

日
野)

よ
み
が
え
る
ヤ
マ
ト
の
王
墓

創
立
80
周
年
記
念
特
別
展

　東大寺山古墳出土の家形環頭

イ
ス
ラ
エ
ル
に
お
け
る

　
　
　
　

発
掘
調
査(

五)

〔
テ
ル
・
レ
ヘ
シ
ュ
遺
跡
④
〕　

　　ワークショップ参加の子供達

東
大
寺
山
古
墳
と
謎
の
鉄
刀

り
ま化

腕輪形石製品

レヘシュで採集された遺物

◇
会
期
／
咎
月
22
日(

水)

哎
11
月
23
日(

火
呍祝)

◇
会
場
／
咈
階
企
画
展
示
室

◇
列
品
解
説

　

日
時
／
９
月
27
日(

月)

・
10
月
26
日(

火)

・

11
月
21
日(

日)

い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
か
ら

　

会
場
／
３
階
企
画
展
示
室

◇
今
回
の
展
覧
会
開
催
に
併
せ
て
、
発
掘
調
査

当
時
の
貴
重
な
写
真
を
３
階
ロ
ビ
ー
に
展
示
し

ま
す
。
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大
和
は
平
野
部
を
国く

ん
な
か中

、
大
和
高
原
の
あ
る

山
間
部
を
山さ

ん
な
い内

と
呼
び
ま
す
が
、
そ
れ
ら
を
画

す
る
位
置
に
龍
王
山(

別
名:

弓
槻
ケ
岳
・
標
高

521
ｍ)

が
そ
び
え
て
い
ま
す
。
当
館
の
南
東
方
向

に
見
え
る
山
で
、
周
囲
の
山
よ
り
高
く
、
特
異

な
格
好
を
し
て
い
る
の
で
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
そ

の
頂
上
に
中
世
の
山
城
で
あ
る
龍
王
山
城
が
築

か
れ
て
い
る
こ
と
は
昔
か
ら
知
ら
れ
、
今
で
は
登

山
道
も
整
備
さ
れ
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

龍
王
山
城
の
国
中

側
の
麓
は
柳
本
古
墳

群
の
あ
る
萱
生
・
中

山
・
上
長
岡(

釜
口

長
岳
寺)

町
、
山
内

側
の
麓
は
藤
井
町
に

な
り
、
藤
井
町
と
の

比
高
は
130
ｍ
に
す
ぎ

ま
せ
ん
が
、
国
中
か
ら
の
比
高
は
高
取
城
を
ぬ

い
て
大
和
随
一
の
高
さ
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

　

城
は
北
城
と
、
そ
こ
よ
り
130
ｍ
離
れ
た
南
城

と
に
分
か
れ
、
北
城
が
本
城
、
南
城
が
最
後
の

砦
と
な
る
詰
城
で
す
。
天
文
年
間(

１
５
３
２

～
５
５)

に
十
市
遠
忠
に
よ
っ
て
築
城
さ
れ
、
そ

の
の
ち
松
永
氏
の
城
と
し
て
用
い
ら
れ
ま
し
た
。

伝
承
で
は
十
市
遠
忠
が
城
主
と
し
て
合
戦
の
末
、

落
城
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
形
跡

は
史
料
面
か
ら
は
う
か
が
え
ず
、
龍
王
山
城
は

一
度
も
合
戦
の
機
会
を
得
な
い
で
破
却
さ
れ
た

城
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。(

太
田)

　

台
湾
に
は
中
国
人(

漢
人)

が
移
り
住
む
以

前
か
ら
様
々
な
民
族
が
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。

タ
イ
ヤ
ル
族
は
そ
の
先
住
民
族
の
一
集
団
で
、

現
在
も
台
湾
の
北
部
か
ら
中
部
の
山
間
部
に
居

住
し
て
い
ま
す
。
例
品
は
、
そ
の
タ
イ
ヤ
ル
族
に

伝
え
ら
れ
て
き
た
民
族
衣
装
で
す
。
赤
と
白
を

基
調
と
し
た
礼
装
用
の
衣
装
で
彼
ら
に
と
っ
て

宝
物
と
み
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

タ
イ
ヤ
ル
族
に
は
、
以
前
は
首
狩
り(

出
草)

の
文
化
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
衣
装
は
武
勇
を

誇
示
す
る
為
に
、
首
狩
り
を
行
っ
た
勇
者
の
み

が
身
に
つ
け
る
事
が
許
さ
れ
た
袖
な
し
の
胴
衣

で
す
。
こ
の
衣
装
は
シ
ャ
コ
貝
の
貝
殻
で
作
っ
た

小
さ
な
ビ
ー
ズ
に
麻
糸
を
通
し
、
胴
衣
の
ほ
ぼ

全
面
に
縫
い
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
全
面
に
貝
ビ
ー
ズ
を
綴
っ
た
胴
衣
は
、
５
個

以
上
の
首
を
狩
っ
た
勇
者
に
の
み
与
え
ら
れ
た

そ
う
で
す
。
そ
の
貝
ビ
ー
ズ
の
数
は
な
ん
と
約

12
万
粒
に
達
す
る
と
の
こ
と
。

　

首
狩
り
が
廃
れ
た
後
は
、
こ
れ
を
結
納
品
と

し
て
使
っ
た
り
、
畑
や
牛
の
購
入
の
支
払
手
段

に
用
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
貨
幣
の
役
割
を
果
た

し
、
富
の
象
徴
で
も
あ
っ
た
わ
け
で
す
。(

早
坂)

　

灰
色
の
胎
土
を
用
い
た
磨
研
土
器
で
す
。
補

修
さ
れ
た
個
所
が
多
い
の
で
す
が
、
全
形
は
把

握
で
き
ま
す
。
カ
ス
ピ
海
周
辺
に
生
息
す
る
瘤

牛
の
形
態
を
真
似
て
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
瘤
は

誇
張
さ
れ
、
頸
部
も
太
く
な
っ
て
い
ま
す
。
斜

め
上
に
突
き
出
し
た
角
は
、
や
や
小
さ
め
で
す

が
太
く
て
力
強
い
。
こ
れ
ら
と
は
対
照
的
に
、

四
脚
と
胴
部
は
簡
略
化
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
が

か
え
っ
て
瘤
牛
の
持
つ
力
量
感
・
躍
動
感
を
う

ま
く
伝
え
て
い
ま
す
。
嘴
状
に
突
き
出
た
注
口

部
か
ら
液
体
を
出
し
入
れ
し
ま
す
。
こ
の
容
器

に
入
れ
ら
れ
た
液
体
は
、
瘤
牛
の
み
な
ぎ
る
神

秘
的
な
力
が
加
わ
っ
た
聖
な
る
も
の
と
な
り
、

再
び
注
ぎ
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

と
類
似
し
た
形
象
土
器
が
イ
ラ
ン
の
ギ
ー
ラ
ー

ン
州
に
あ
る
マ
ル
リ
ク
遺
跡
の
18
号
墓
か
ら
５

体
出
土
し
て
い
ま
す
。
死
者
の
復
活
を
願
い
、

聖
な
る
液
体
を
注
い
だ
の
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
資
料
は
奈
良
県
生
駒
市

在
住
の
方
か
ら
２
０
０
８
年
に

寄
贈
し
て
頂
き
ま
し
た
。
こ
の

方
は
仕
事
の
関
係
で
、

１
９
６
０
年
頃
に
１
年

間
、
イ
ラ
ン
の
首
都
テ

ヘ
ラ
ン
に
在
住
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
時
古
代
オ　
　
　

リ
エ
ン
ト
学

の
大
家
で
あ
る
江
上
波
夫
氏
と
懇
意
と
な
り
、

江
上
氏
と
一
緒
に
テ
ヘ
ラ
ン
の
古
美
術
商
で
購

入
さ
れ
た
も
の
で
す
。
楽
し
い
思
い
出
話
も
お
聞

か
せ
頂
き
ま
し
た
。
当
時
は
こ
う
し
た
遺
物
も

国
外
に
持
ち
出
せ
る
時
代
で
し
た
。(

巽)

　

１
９
３
８(

昭
和
13)

年
、
初
め
て
布
留
遺
跡

の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
て
以
来
、
お
ぢ
ば
を
中

心
と
し
た
お
や
さ
と
で
は
、
大
小
の
発
掘
調
査

が
断
続
的
に
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
、
布
留
遺
跡
の
調
査
研
究
に
大
き
な

転
機
と
な
っ
た
の
は
、
１
９
７
６
年
か
ら
３
カ
年

に
わ
た
っ
て
実
施
さ
れ
た
「
布
留
遺
跡
範
囲
確

認
調
査
」
で
し
た
。
こ
の
調
査
で
は
遺
跡
全
体

に
10
ｍ
単
位
で
碁
盤
の
目
状
に
地
区
を
設
定
し
、

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
大
文
字
・
小
文
字
と
数
字
の

組
合
せ
で
、
す
ぐ
に
ど
の
場
所
か
が
分
か
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。

　

従
来
、
布
留
遺
跡
の
始
ま
り
は
縄
文
時
代
か

ら
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
ナ
イ
フ
型
石

器
が
出
土
し
た
こ
と
で
旧
石
器
時
代
ま
で
遡
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
古
墳
時
代
の

堀
の
石
敷
き
や
大
型
の
掘
立
柱
建
物
が
発
見
さ

れ
る
な
ど
、
古
墳
時
代
を
中
心
に
栄
え
た
遺
跡

で
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

  

現
在
ま
で
に
布
留
遺
跡
で
は
40
次
を
越
す
調

査
が
行
わ
れ
、
新
た
な
発
見
が
相
次
い
で
い
ま

す
。
特
に
古
墳
時
代
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て

首
長
の
居
館
や
大
型
の
倉
庫
群
、
玉
類
・
鉄
器
・

武
器
な
ど
の
生
産
関
連
の
工
房
址あ

と

、
韓
式
系
土

器
な
ど
他
地
域
と
の
交
流
を
示
す
資
料
が
み
ら

れ
ま
す
。

　

布
留
遺
跡
は
当
時
の
奈
良
盆
地
で
は
、
大
規

模
な
都
市
と
呼
べ
る
よ
う
な
地
域
で
あ
っ
た
の
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。
東
の
山
裾
に
あ
る
石
上
神
宮

の
成
立
や
、
古
代
豪
族
の
物
部
氏
と
の
か
か
わ

り
な
ど
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。 (

高
野)

台湾タイヤル族の民族衣装

― 

遺
跡
に
番
地
を
付
け
て
掘
る 

―

龍
王
山
城

ル
ク
ス
・
カ
ハ

瘤牛形注口土器　イラン、 ギーラーン

布
留
遺
跡
範
囲
確
認
調
査

瘤
牛
形
注
口
土
器

台湾タイヤ 族の民族衣装

ビ
ー
ズ
綴
り
の
胴
衣

生
駒
市

８
年
に

。
こ
の

代
オ

　　　　

リ
エ
ン
ト
学

瘤牛形注口土器 イラン ギ ラ ン
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広
く
一
般
の
方
々
に
当
館
を
さ
ら
に
身
近
な

施
設
と
し
て
利
用
し
て
い
た
だ
き
、
諸
文
化
の

理
解
と
教
養
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的

と
す
る
公
開
講
演
会
で
す
。
講
演
は
、
い
ず
れ

も
午
後
１
時
30
分(

受
付
は
午
後
１
時)

か
ら

研
修
室
に
て
。
受
講
無
料(
入
館
料
が
必
要)

。

　

今
年
度
は
、
創
立
80
周
年
記
念
特
別
展
関
連

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
講
演
会
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

の
開
催
を
予
定
し
て
い
る
た
め
、
ト
ー
ク
・
サ

ン
コ
ー
カ
ン
の
開
催
は
５
回
と
な
り
ま
す
。

第
咇
咅
咇
回

厘
帰
叄
叇
厯
叀
吁
呂
吸
吂
叏
石
頭
像
厙

◇
月
日
／
咉
月
24
日(

土)　

◇
講
師
／
梅
谷
昭
範 (

当
館
学
芸
員)

　

当
館
で
長
年
、
「
ベ
ン
タ
の
首
」
の
名
で
親

し
ま
れ
て
き
た
オ
ル
メ
カ
石
頭
像
（
レ
プ
リ

カ
）
が
、
特
別
展
「
神
々
の
物
語
が
息
づ
く
メ

キ
シ
コ
―
古
代
文
明
の
記
憶
―
」
の
開
幕
に
合

わ
せ
て
10
年

振
り
に
公
開

と
な
り
ま
す
。

装
い
を
新
た

に
生
ま
れ
変

わ
っ
た
石
頭

像
に
ま
つ
わ

る
様
々
な
エ

ピ
ソ
ー
ド
と
、

未
だ
ベ
ー
ル

に
包
ま
れ
た
古
代
メ
キ
シ
コ
の
オ
ル
メ
カ
文
明

に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
学
説
を
紹
介
し
ま
す
。

-4-

QR コード

　

毎
年
５
月
18
日
を
「
国
際
博
物
館
の
日
」
と
定
め
、

地
域
住
民
の
幅
広
い
参
加
を
得
て
、
博
物
館
の
存
在
理

由
を
全
世
界
の 

博
物
館
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

社
会
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
機
会
と
し
て
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

当
館
は
、
こ
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
５
月
19
日(

水)

よ
り
ご
来
館
さ
れ
ま
し
た
方
々
に
、
記
念
品
を
配
布
す

る
予
定
で
す
。
な
お
、
記
念
品
が
無
く
な
り
次
第
終
了

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

開
館
時
間　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

　
　
　
　
　

(

入
館
は
午
後
４
時
ま
で)

休
館
日　

毎
週
火
曜(

休
日
の
場
合
は
休
日
後
の
最
も
近
い
平
日)

　
　
　
　
　

た
だ
し
毎
月
25
日
～
27
日
、４
月
17
日
～

　
　
　
　
　

 

19
日
、７
月
26
日
～
８
月
４
日
は
開
館

　
　
　
　
　

創
立
記
念
日(

４
月
28
日)

　
　
　
　
　

夏
期(

８
月
13
日
～
17
日)

　
　
　
　
　

年
末
年
始(

12
月
27
日
～
１
月
４
日)

入
館
料　

大
人
400
円
、
団
体(

20
名
以
上)

300
円
、　

　
　
　

 　

小
・
中
学
生
200
円(

※)

　
　
　
　

※
学
校
単
位
の
団
体
は
無
料
。
事
前
申
込
要

交
通　

電
車
／
JR
桜
井
線
天
理
駅
・
近
鉄
天
理
線

　
　
　
　
　

天
理
駅
下
車　

南
東
へ
徒
歩
約
30
分

　
　
　

車
／
西
名
阪
道
天
理
I.C.
か
ら
国
道
169
号
線
を

　
　
　
　
　

南
へ
約
３
㎞　

駐
車
場
あ
り(

無
料)

そ 

の 

他　

団
体
見
学
は
事
前
に
ご
連
絡
願
い
ま
す

世
界
叏
生
活
文
化
叉
考
古
美
術
叏
博
物
館

編
集
後
記

　

ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
第
８
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
今
号

は
今
年
度
開
催
す
る
当
館
創
立
80
周
年
記
念
特
別
展

「
神
々
の
物
語
が
息
づ
く
メ
キ
シ
コ
」「
よ
み
が
え
る
ヤ
マ

ト
の
王
墓
」
を
中
心
に
掲
載
し
ま
し
た
。
よ
り
多
く
の

方
々
に
ご
来
館
頂
け
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
ご
期
待
下
さ
い
。(

片
山)

利
用
案
内

　

〒
６
３
２-

８
５
４
０

　

奈
良
県
天
理
市
守
目
堂
町
２
５
０
番
地

　

Tel 

０
７
４
３-

６
３-

８
４
１
４

　

Fax 

０
７
４
３-

６
３-

７
７
２
１

　

U
R

L
  http://w

w
w

.sankokan.jp/

　

携
帯
電
話
の
サ
イ
ト
か
ら
情
報
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

天
理
大
学
附
属
天
理
参
考
館

「
国
際
博
物
館
の
日
」

ト
ー
ク
・
サ
ン
コ
ー
カ
ン

第
咇
咅
咈
回

厘
吱
呂
呎
叏
世
界
遺
産

 

卣
空
中
都
市
吵
吘
吼
含
吘
吼
叉
吡
吐
吂
叏
地
上
絵
卣
厙

◇
月
日
／ 

和
月
24
日(

土)　

◇
講
師
／
中
尾
徳
仁 (

当
館
学
芸
員)

　

南
米
ペ
ル
ー
に
あ
る
「
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
」

と
「
ナ
ス
カ
の
地
上
絵
」
は
、
毎
年
多
く
の

観
光
客
が
訪
れ
る
世
界
遺
産
で
す
。
今
回
は
、

２
０
０
８
年
に

現
地
で
撮
影
し

た

写

真

と

共

に
、
過
去
に
ペ

ル
ー
で
発
掘
さ

れ
た
壺
や
織
物

な

ど

の

考

古

資
料(

当
館
所

蔵)

を
ご
覧
頂

き
ま
す
。

第
咇
咅
咉
回

厘
物
部
氏
叏
奥厬

厱

叅

厯

津
城
厒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

杣
之
内
古
墳
群
可
考
厪
召
厙

◇
月
日
／
11
月
27
日(

土)

◇
講
師
／
日
野　

宏(

当
館
学
芸
員)

　

布
留
遺
跡
の
南
に
位
置
す
る
杣
之
内
古
墳
群

に
は
、
古
墳
時
代
前
期
か
ら
終
末
期
古
墳
ま
で

連
綿
と
し
て
首
長
墓
が
築
か
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
変
遷
を
た
ど
り
な
が
ら
、
古
代
豪
族
の
盛
衰

を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ト

当館が現在地へ移転する前に展示して
いた頃のオルメカ石頭像 （レプリカ）

マチュピチュ遺跡

　

い
ま
や
誕
生
日
の
お
祝
い
に
欠
か
せ
な
い
キ
ャ

ン
ド
ル
。
そ
の
由
来
は
、
ギ
リ
シ
ア
神
話
の
月
と

狩
猟
の
女
神
ア
ル
テ
ミ
ス
の
誕
生
日
に
、
供
え
物

と
月
の
光
を
表
す
キ
ャ
ン
ド
ル
を
捧
げ
た
の
が
始

ま
り
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
当
館
創
立
80
周
年

に
、
あ
な
た
の
作
っ
た
キ
ャ
ン
ド
ル
で
華
を
そ
え

て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
。

◇
月
日
／
咊
月
30
日(

日)

◇
時
間
／
午
後
咆
時
30
分
哎
咈
時
30
分

◇
募
集
人
員
／
20
名

　
　
　
　

(

※
小
学
校
中
学
年
以
下
叐
保
護
者
同
伴)

◇
材
料
費
／
400
円(

※
入
館
料
可
含
叠
叟
去)

◇
会
場
／ 

研
修
室

◇
担
当
／
飯
降
美
子(

当
館
学
芸
員)

※　

お
一
人
様
二
つ
ず
つ
お
作
り
い
た
だ
き
、
一

　

つ
は
お
持
ち
帰
り
用
、
も
う
一
つ
は
当
館
で
の

　

展
示
用
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

キ
ャ
ン
ド
ル
を
作
ろ
う
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